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セグメンテーションの実施を検討していて、
こんなお悩みや疑問を持ったことはありませんか？
• 一般的な意識・態度別のセグメントでは、戦略策定に十分
活用できない・ネクストアクションにつながりにくい

• 単一の次元（＝設問）だけを使ったセグメントでは、急速
な市場の変化に対応できない

イプソスは、聴取法の異なる複数の次元（＝設問）を用いて分析することで、
よりアクショナブル、かつ、様々な場面で活用できる

セグメンテーションを提供します。

「マルチダイメンショナル・セグメンテーション」は、標準化などのステップを追加することで
様々な複数の要素（＝設問）を組み合わせたセグメンテーションを可能にしたアプローチです。

WHAT?
カテゴリー／ブランド使用頻度

メディア利用状況

WHO?
デモグラフィックス
ライフステージ

WORTH?
生活価値観
価格許容度

OCCASION?
場所、時間
選択・使用時の状況

PATH-TO-PURCHASE?
買い物の仕方

WHY?
カテゴリーに対するモチベーション・態度
ブランドイメージ

セグメンテーションで
明らかにすべき目的

（行動、価値観、etc…）

更に、セグメンテーションアプローチにドライバー分析を取り入れることで
貴社のビジネス課題にピンポイントに応えた
最適な設問を抽出・分類に用いたセグメントも提供します。
例）自社商品の使用レベル(LMH)に影響を与える要素を抽出しセグメント化
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